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出典：2022/10/26 第3回GX実行会議 GX実行推進担当大臣提出資料に弊社追記

➢ カーボンニュートラルは長期に亘って経済社会・産業構造改革を促していくものであり、規制（カーボンプライ

シング）と支援（GX経済移行債を活用した先行投資支援）の併用を長期・一貫した措置とする必要。

⇒「先行へのインセンティブ」と「後発へのディスインセンティブ」

「先行へのインセンティブ」と「後発へのディスインセンティブ」

GX経済移行債を活用した支援と成長志向型カーボンプライシング
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政策支援から民間投資拡大につなげる仕組みづくり

民間事業者の
予見性確保

出典：「GX実現に向けた基本方針 参考資料」に弊社追記

支援と規制
制度との

長期・一貫
した連携
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カーボンニュートラルへの転換イメージ

◼ 電力部門、非電力部門ともに、イノベーションが不可欠。

◼ 供給側と使用側の平仄を合わせたトランジションが必要。

電力需要増

電化・水素化等で脱炭素化できない領域

電源の脱炭素化、電力システムの高効率化

◆再エネや原子力などの実用段階にある
脱炭素電源の活用

◆火力発電のセロエミッション化
（水素・アンモニア発電）
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◆産業プロセス

の電化
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された電力
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された需要

脱炭素化された燃料の活用

◆加熱プロセスの転換

◆モビリティ燃料の

ゼロエミッション化

燃料の脱炭素化

◆水素や合成メタン、合成燃料
の活用

NH3 H2 CH4

現状でも脱炭素化されている領域

CCUS／カーボンリサイクル等の最大限の活用
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第４回GX実行会議
弊社提出資料(一部修正)
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①経済成長との両立／新たな豊かさの享受

➢ 革新的技術の “いち早い社会実装” と “海外展開” ⇦ 国際規格・標準化

• ビジネス化

• 経済安全保障（サプライチェーンの確保、国際的なバリューチェーンで不可欠な分野の維持拡大）

➢ 協創を通じた新たな価値・サービスの提供、サイバーとフィジカルの融合

• Value Provider  データプラットフォーム（DX）とエネルギー・プラットフォーム（CX）

• 新たなサービス（価値）を提供する企業とそれを支える技術（価値）を提供するモノ作り企業を

セットで捉え、ユーザーに新しい価値を提供する主体の集合体とみて、その中で多様な価値を提供

②分散・循環型のネットワーク化

➢ 自立分散型エネルギーシステムの併用

➢ 大量生産・大量消費から少量変量多品種生産・消費へ

➢ 安全・安定・安心のための産業態勢

• 「中央集権」「都市への集中」「密度の向上」 ⇒ 「地方への分散」「密度の低下」

③生産性向上／多様性創出

➢ 無形資産投資（人財投資、研究開発）

➢ 多様性の発揮、高齢者・女性の更なる就労、労働者の適材適所

• 労働生産性向上 ⇒ 雇用の流動性 ⇒ 多様性の創出

• リスキリング、リカレント教育

カーボンニュートラル with デジタル に向けた
社会変化のポイント

第４回GX実行会議
弊社提出資料(一部修正)
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新たな価値・サービス、分散型・循環型社会、安全・安心・豊かな暮らし

単に、エネルギーを脱炭素化することに留まらず、

「安全」「安心」「豊か」な 暮らしに繋げることが肝要

➢ カーボンニュートラルの実現と経済成長を両立し、 社会がより安全・安心に、そして新たな豊かさを
享受できるよう変革していくことが重要。

◆ 経済発展に繋げるためには、いち早く国際規格・標準化することが必要。

◆ エネルギー・通信などの物理的インフラ，教育・医療などの制度インフラは，デジタル化により見える化が進む。
それらのデータをプラットフォーム化し，産業・生活・社会の変容にどうつなげていくか，サイバーとフィジカルの
融合によりどのような新たな価値・サービスを提供していくかが重要。

➢ エネルギーの分散化とモノの循環は，ともにデジタルが支える地産地消型社会という点で親和性が
高い。

◆ ICTを最大限活用し、エネルギーやモノの循環を高効率・高品質化させ、DXに向けた高省エネ化、レジリエン
スも向上させていくことが重要。

◆ 新たな技術分野の開拓、制度整備、社会文化醸成を図ることに加え、それらをビジネスモデルとして成り立たせ
ることが重要。

カーボンニュートラル ⇨ 電気 × ICT ＝ 新たな価値の創出

⇒ Value Provider
電化～デジタル化～データプラットフォーム化

⇒ 分散型・循環型社会

⇒ 経済安全保障

⇒ 資源循環立国

C opyr i g h t  ©  C hubu  E lec t r i c  P ower  C o . ,  Inc .  A l l  r i gh t s  rese rve d .6



社会課題の解決
(脱炭素実現)

経済成長の実現
(収入・税収増)

実効性向上のための取組み・取引⇒プレッジ＆レビュー、ベースライン＆クレジット型の排出量取引等

GX経済移行債

ＧＸの実効性確保（全体像）
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現 在
2040年

2050年

P
D
C
A

効果的な投資による開発・実装

取組み・進捗の確認、
取引・利活用

投資循環、GX推進

民間投資

国民理解・行動変容、経済社会・産業構造変革、国際標準・持続的経済成長

2030年

各業界・各企業の目標設定と投資・回収・損失の時系列最適化、
脱炭素技術の開発・実装、供給側と使用側の平仄合わせ

エネルギー安定供給の確保とCN実現の両立

進捗にあわせた
柔軟な見直し

GXリーグ

規制と競争政策の刷り合わせ、負担の公平性・中立性

※使途と整合的かつ最適な財源選択、民間では取り切れないリスク・値差の補填、民間投資拡大に繋げる仕組み作り

GX実現に向けた基本方針をベースとしたGX実行戦略の早期策定・実行、
PDCA展開のための定期的な進捗評価と施策の柔軟な見直し

各業界・各企業の取り組み・目標達成進捗の見える化、知見の共有

進捗にあわせた
柔軟な見直し

日本全体のロードマップと定量的なマイルストーンの必要性

▲46％
ゼロエミ

▲**% ▲**% ▲**%

第４回GX実行会議
弊社提出資料(一部修正)

支援と規制・制度の一貫した連携
GXリーグ

第2ﾌｪｰｽﾞ：排出量取引市場の本格稼働第1フェーズ：試行 第3ﾌｪｰｽﾞ：更なる発展
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